
革新的燃焼技術
-日の丸内燃機関が世界を救う-

持続的な産産学学連携体制の
進捗状況
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＜説明内容＞
1.計画の概要
2.熱効率50%に向けた取組
3.持続的な産産学学連携の構築について
4.産産学学連携の深化
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産⇒学： 産の共通ニーズを提示
学⇒産： 基礎的知見の提供
学⇔産： 持続的な人材・ニーズ・シーズの行き来

アウトプット目標①
最大熱効率を50％

アウトプット目標②
持続的な産産学学連携の構築

アウトカム目標②
産学連携のモデルケースとして展開し
産業競争力強化に貢献

アウトカム目標①
• 長期ｴﾈﾙｷﾞｰ需給見通しの実現に貢献
（原油換算1039万kL/年の省エネ）

• 温室効果ガス削減目標に貢献

1．計画の概要
達 成 目 標



4２．熱効率50％に向けた取組
ガソリン熱効率の目標達成に向けて
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今年度
実証目標
46.1 冷却損失低減への挑戦

⇒水噴射の実施
ノック抑制への挑戦
⇒μVG※の新規導入

熱効率コンセプト不足分の具体化

※乱流促進デバイス

コンセプトを具体化・早期検証し、熱効率50%の目標
達成を目指す

コンセプトを具体化・早期検証し、熱効率50%の目標
達成を目指す



5２．熱効率50％に向けた取組
熱効率向上に向けた取り組み（途中経過）

燃焼室内に水蒸気の層を形成させ、
冷損低減とノック抑制を両立する

世界初のコンセプトに挑戦中

燃焼室内に水蒸気の層を形成させ、
冷損低減とノック抑制を両立する

世界初のコンセプトに挑戦中
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【現時点の成果（途中）】

図示熱効率の5.3%向上に成功

燃焼も安定化

（ガソリン燃焼チーム、東京工業大学 小酒英範）

【今後の課題】
他技術との背反・重複あり。
向上ポイントは単純に加算できない。
⇒ 要素技術を最適に統合し、
正味熱効率50%に繋げる。

超希薄燃焼に水を噴射して熱効率を上げるという、新アプローチ

昨年度：RCEM → 今年度：SIP共用エンジン



6３．持続的な産産学学連携体制の構築について
産産学学連携の目指す姿

産の連合体

燃焼研究の
コンソーシアム
学の連合体

利用料

将来は、
他分野に拡大

HINOCA

モデルベース開発

研究
ツール

最新
モデル

運営
支援

自動車
会社

実機ベース開発

研究拠点

試運営
β版

産学共通
プラットフォーム

IT
ベンダー
IT

ベンダー

開発
ツール

人

材

ニ

ズ
・
委
託

シ

ズ
・
成
果

ビッグ
データ

企業

大学

大学 国
内閣府
文科省
経産省
・・・

国
内閣府
文科省
経産省
・・・

製品

利益
還元

産産学学の連合体形成 → 産学共通プラットフォームを基盤に連携
→ サイエンスベースの成果創出と富の還流生む事業システムを構築

利益
還元

製品 *

*オープン・
クローズ戦略の
下で販売

最新
設備
基礎～応用
研究

成果 運営費

世界標準化へ
研究費



SIP後SIP前
産

産
産

産

産

学

学 学

学
学

SIP

7３．持続的な産産学学連携体制の構築について
学を束ねる組織の必要性

実用面の情報不足
資金不足

各社独自の研究
合わせ込み中心

産との距離拡大
出口なき基礎研究への偏重
試験装置の陳腐化

実用面の情報充実
資金不足解消

産

産
産

産

産

AICE

産はひとつに

AICE

学
学 学

学 学

学 学

新規参入

SIPの大きな成果
・産学一体となった研究体制
・学のチーム研究体制
・研究マネージメント

大きなニーズ
協調領域のニーズ
基礎科学からの
解決への要望

ニーズに応じた
基礎研究
独自研究の提案
試験装置更新

AICE

大きなニーズ

SIP後も大きな
成果を生み出したい

学
学 学

学 学

学を束ねる組織の必要性



8３．持続的な産産学学連携体制の構築について
コンソーシアム運営体制
内燃機関産学官連携コンソーシアム

特別会員

アカデミア会員

運営委員会
運営資金（会費）

①研究ニーズ②研究内容検討・実施テーマ設定
研究者とのマッチング
チーム構成提案
④研究計画検討・承認
官・民・応募先マッチング

⑤研究提案
研究チーム候補

国

民間資金
（研究費）

SIP 4リーダ大学

学の連合体

産
産

産 産

産

研究チーム・１
研究チーム・１

研究チーム・１研究チーム

③実施者候補による
研究計画作成

学学
学
学

公的資金

学 学
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9３．持続的な産産学学連携体制の構築について
運営委員会の構成案

[敬称略]
‒ 会長： 西尾匡弘（産総研）
‒ 副会長： ☆飯田訓正（慶應義塾大学）
‒ 幹事長： 小熊光晴（産総研）
‒ 幹事： ☆石山拓二（京都大学）
‒ 幹事： ☆大聖泰弘（早稲田大学）
‒ 幹事： ☆金子成彦（東京大学）
‒ 幹事： 三原雄司（東京都市大）
‒ 幹事： 調整中
‒ 幹事： 菊池隆司（AICE）
‒ 幹事： 北村高明（JARI）

☆：SIPリーダー大学

会 長

副会長

運営委員会

総会

事務局

会員
・特別会員
・法人会員
・アカデミア会員



10３．持続的な産産学学連携体制の構築について
コンソーシアムの今後の予定

センター設立提案（目標）

コンソーシアム設立(6/30)

センター設立（目標）

★FY31実施テーマ
決定

★研究内容確定
（～2月末）

賛助会員研究フォーラム
今後の取組み概要説明

★研究ニーズ
テーマ候補募集開始

★研究テーマ候補選定

★研究テーマ候補具体化
（研究目標，予算，実施者）

情報収集、講演会等での情報共有

★共同研究会員募集
とテーマ選定投票

★研究実施者選定等
（9～10月）

コンソーシアムは、今年度6月30日に立ち上げ
産総研ラボは、来年度or再来年度のセンター化に向け、本年10月の提案を目指す
AICEは産総研コンソーシアムと連携してFY30にPj等を試行
ポストSIP及び各省施策との連携を目指し、公的資金確保も模索する



11４．産産学学連携の深化
SIP燃焼シンポジウムの様⼦

平成29年7⽉6⽇ 第3回シンポジウム 開催
昨年同様 約500名の参加者

燃焼、流体、熱⼯学、機械⼯学、トライボロジー、制御等の基礎〜実⽤分野の
学⽣・研究者・技術者が⼀堂に会し、フラッシュプレゼンやポスターセッション等で
闊達に発表・議論




